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■

第
一
陣
は
日
光
で
交
流

　

去
る
九
月
十
五
日
、
李
登
輝
前
総
統
が
理

事
長
を
つ
と
め
る
群ぐ
ん

策さ
く

会か
い

の
副
理
事
長
で
元

総
統
府
秘
書
長
（
内
閣
官
房
長
官
に
相
当
）

の
黄こ
う

昆こ
ん

輝き

氏
を
団
長
に
、
李
前
総
統
次
女
の

李り

安あ
ん

妮じ

・
台
湾
綜
合
研
究
院
副
院
長
を
副
団

長
と
す
る
群
策
会
・
李
登
輝
学
校
の
一
行
四

十
二
名
が
日
本
国
内
で
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
を
主
な
目
的
と
し
て
来
日
し
、

二
十
日
、
全
日
程
を
終
え
て
帰
台
し
た
。

　

第
一
陣
の
阮げ
ん

銘め
い

・
台
湾
綜
合
研
究
院
顧
問

（
前
総
統
府
国
策
顧
問
）、
小お

栗ぐ
り

山や
ま

雪ゆ
き

枝え

・
台

湾
綜
合
研
究
院
顧
問
、
荘そ
う

孟も
う

学が
く

・
群
策
会
活

動
処
処
長
（
栃
木
県
日
台
親
善
協
会
顧
問
）

ら
二
十
名
は
九
月
十
五
日
に
来
日
し
て
日
光

ま
で
足
を
伸
ば
し
、
栃
木
県
日
台
親
善
協
会

（
宇
井
肇
会
長
、
本
会
理
事
）
招
待
に
よ
る

日
光
・
堯
心
亭
に
お
け
る
晩
餐
会
で
会
席
料

理
と
精
進
料
理
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。

　

こ
の
席
に
は
、
同
会
顧
問
で
も
あ
る
林
建

良
・
本
会
常
務
理
事
と
柚
原
正
敬
・
本
会
事

務
局
長
、
成
田
空
港
ま
で
出
迎
え
て
日
光
に

案
内
し
た
薛
格
芳
・
本
会
理
事
も
参
加
し
、

荘
孟
学
氏
な
ど
と
久
闊
を
叙
し
た
。

　

翌
十
六
日
午
前
に
開
か
れ
た
栃
木
県
日
台

親
善
協
会
主
催
の
懇
談
会
に
は
柚
原
事
務
局

長
も
臨
み
、
薛
理
事
は
通
訳
を
つ
と
め
た
。

　

こ
の
懇
談
会
に
は
宇
井
会
長
や
宇
井
貴
彦

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
栃
木
県
日
台
親

善
協
会
会
員
と
と
も
に
、
栃
木
出
身
の
森
山

真
弓
・
元
官
房
長
官
や
斎
藤
文
夫
・
日
光
市

長
、
眞ま

杉す
ぎ

瑞み
つ

夫お

・
前
日
光
市
長
な
ど
も
出

席
、
日
本
側
が
三
十
三
名
、
台
湾
側
が
二
十

一
名
の
計
五
十
四
名
が
出
席
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。
自
己
紹
介
な
ど
を
通
じ
て

一
行
と
交
流
し
た
。

　

一
方
、
黄
昆
輝
団
長
ら
第
二
陣
は
十
六
日

夕
方
の
便
で
来
日
し
、
十
七
・
十
八
日
の
両

日
、
六
本
木
の
国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
交
流
学
会
（
小
田
村
四
郎
会

長
、
久
保
田
信
之
理
事
長
）
と
合
同
で
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
日
台
の
未
来
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
「
第
二
回
日
台
ア
ジ
ア
太
平
洋
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
冒
頭
、
李
前
総
統
は

ビ
デ
オ
を
通
じ
て
「
中
国
の
台
頭
と
覇
権
拡

張
を
阻
止
す
る
た
め
、
日
本
が
率
先
し
て
自

由
主
義
国
の
連
携
を
強
化
す
べ
き
で
、﹃
一
つ

の
中
国
﹄
と
い
う
根
拠
の
な
い
考
え
方
に
終

止
符
を
打
つ
べ
き
だ
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

■

国
会
議
員
や
都
議
会
議
員
と
懇
談

　

十
九
日
は
三
組
に
分
か
れ
、
第
一
組
は
国

会
議
員
懇
談
会
、
第
二
組
は
都
議
会
議
員
懇

談
会
、
第
三
組
は
都
内
観
光
に
臨
ん
だ
。

　

第
一
組
は
黄
昆
輝
氏
を
団
長
に
、
羅ら

福ふ
く

全ぜ
ん

（
亜
東
関
係
協
会
会
長
）、
黄こ
う

天て
ん

麟り
ん

（
前
総
統

府
国
策
顧
問
、
元
第
一
銀
行
理
事
長
）、
蔡さ
い

本
誌
編
集
部

群
策
会
・
李
登
輝
学
校
一
行
が
大
挙
来
日
し

国
会
議
員
ら
と
交
流

中津川会長に李登輝学校
校旗を贈呈する黄団長
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明め
い

憲け
ん

（
前
国
家
安
全
会
議
副
秘
書
長
）、
周
し
ゅ
う

美み

里り

（
群
策
会
研
究
所
所
長
）、
小
栗
山
雪

枝
な
ど
の
各
氏
が
出
席
。
王お
う

良り
ょ
う

原げ
ん

・
東
海

大
学
助
教
授
が
通
訳
し
、
柚
原
事
務
局
長
が

同
行
。

　

懇
談
会
は
民
主
党
の
「
日
本
台
湾
安
保
経

済
研
究
会
」
と
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

議
連
側
か
ら
は
中
津
川
博
郷
会
長
（
前
衆
議

院
議
員
）、
田
村
秀
昭
顧
問
、
田た

名な

部ぶ

匡ま
さ

省み

顧
問
、
大
江
康
弘
事
務
局
長
、
野
田
佳
彦
、

渡
辺
周し
ゅ
う、松
原
仁じ
ん

、池
口
修
次
、松
下
新
平
、

榛し
ん

葉ば

賀か

津づ

也や

の
各
氏

が
参
加
、

安
保
問
題

や
中
国
・

台
湾
の
経

済
問
題
な

ど
に
つ
い

て
活
発
に

意
見
交
換

し
た
。
中

津
川
会
長

も
「
国
際
会
議
は
儀
礼
的
に
終
り
が
ち
だ

が
、
非
常
に
中
身
の
あ
る
懇
談
と
な
っ
た
」

と
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
意
向
を
表
明

し
た
。

　

ま
た
、
第
二
組
は
李
安
妮
氏
を
団
長
に
、

黄こ
う

昭し
ょ
う

堂ど
う

（
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
主
席
）、
阮

銘
、
頼ら
い

怡い

忠ち
ゅ
う（
民
進
党
中
国
事
務
部
主
任
）、

蔡さ
い

永え
い

泉せ
ん（
嘉
義
市
議
会
議
員
）、
張
森
富
（
台

湾
大
学
教
授
）
の
各
氏
が
臨
み
、
李り

清せ
い

興こ
う

・

勝
美
旅
行
社
社
長
が
通
訳
を
つ
と
め
、
永
山

英
樹
事
務
局
次
長
が
同
行
。

　

懇
談
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
五
日
に
発
足

し
た
「
東
京
都
議
会
・
自
民
党
日
台
友
好
議

員
連
盟
」
と
議
事
堂
に
あ
る
自
民
党
特
別
応

接
室
で
行
わ
れ
、
議
連
側
か
ら
は
樺か
ば

山や
ま

卓た
か

司し

会
長
、鈴す
ず

木き

隆た
か

道み
ち

副
会
長
、小こ

磯い
そ

明あ
き
ら

幹
事
長
、

高た
か

木ぎ

啓け
い

事
務
局
長
、
秋あ
き

田た

一い
ち

郎ろ
う

会
計
担
当
、

服は
っ

部と
り

征ゆ
く

夫お

監
事
、
吉よ
し

原わ
ら

修お
さ
む

監
事
が
出
席
、

や
は
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

第
三
組
は
荘
孟
学
氏
を
団
長
に
、
そ
れ
以

外
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
、
本
会
か
ら
は
片

木
裕
一
事
務
局
次
長
と
冨と
み

澤ざ
わ

賢け
ん

公こ
う

事
務
局
員

が
同
行
し
て
都
内
観
光
に
臨
ん
だ
。
ま
ず
李

登
輝
前
総
統
が
訪
問
を
希
望
す
る
江
東
区
の

芭
蕉
記
念
館
を
訪
れ
る
と
、
そ
こ
に
李
登
輝

学
校
研
修
団
第
一
期
生
の
豊と
よ

島し
ま

成な
る

彦ひ
こ

・
江
東

区
議
が
待
ち
構
え
て
一
行
を
案
内
し
た
。
次

に
江
戸
博
物
館
を
訪
問
。
た
っ
ぷ
り
と
日
本

の
江
戸
情
緒
を
味
わ
っ
た
。

　

一
行
は
懇
談
会
や
観
光
が
終
る
と
し
ば
し

休
憩
の
後
、
夕
刻
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代

表
処
（
大
使
館
に
相
当
）
の
許
世
楷
大
使
が

主
宰
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨
ん
だ
。
本
会

か
ら
も
柚
原
事
務
局
長
や
永
山
・
片
木
両
次

長
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
用
の
中
文
レ
ジ

ュ
メ
の
邦
訳
に
携
わ
っ
た
本
会
会
員
な
ど
も

招
待
さ
れ
、
お
い
し
い
台
湾
料
理
を
食
べ
紹

興
酒
な
ど
を
飲
み
つ
つ
、
話
が
弾
ん
で
大
い

に
盛
り
上
が
る
一
夜
と
な
っ
た
。

　

帰
台
日
と
な
っ
た
二
十
日
昼
、
宿
泊
先
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
は
本
会
か
ら
約

十
名
が
見
送
り
に
駆
け
つ
け
、
ロ
ビ
ー
で
名

残
を
惜
し
み
、
再
会
を
約
し
て「
台
湾
万
歳
」

の
三
唱
と
と
も
に
バ
ス
を
見
送
る
と
、
一
行

は
バ
ス
の
中
か
ら
千
切
れ
ん
ば
か
り
に
手
を

振
り
つ
つ
成
田
空
港
へ
向
か
っ
た
。

民主党の「日本台湾安保経済研究会」との懇談会で挨拶する黄昆
輝団長（９月 19日、キャピタル東急）


